
“
在
宅
医
療
”と
い
う

新
た
な
医
療
概
念
の
提
唱

１
９
９
９
年
９
月
に
、
在
宅
医
療
専

門
の
診
療
所
で
あ
る
ナ
カ
ノ
在
宅
医
療

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
鹿
児
島
市
で
開
業
し
て

15
年
が
経
過
し
た
。
開
業
当
初
は
、
病

院
で
行
わ
れ
て
い
る（
キ
ュ
ア
志
向
の
医

療
で
あ
る
）病
院
医
療
を
そ
の
ま
ま
在
宅

で
展
開
す
る
の
が
在
宅
医
療
だ
と
考
え

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
、
在
宅
医

療
を
始
め
て
み
る
と
何
か
が
違
う
。
病

院
医
療
と
在
宅
医
療
は
似
て
非
な
る
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
違
う
医
療
で
は
な
い
か

と
考
え
始
め
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
開
業
９
年
目
の

２
０
０
８
年
に
、
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

女
子
大
学
の
村
田
久
行
教
授
の
３
回
の

セ
ミ
ナ
ー（
１
回
４・５
時
間
×
３
回
）を

受
講
。そ
の
話
は
目
か
ら
鱗
で
あ
っ
た
。

私
は
、
村
田
理
論（
文
献
１
）に
お
け
る

キ
ュ
ア
概
念
と
ケ
ア
概
念（
定
義
）を
用

い
て
、
従
来
の“
キ
ュ
ア
志
向
の
医
療
＝

病
院
医
療
”に
対
し
、“
ケ
ア
志
向
の
医

療
＝
在
宅
医
療
”と
い
う“
在
宅
医
療
”の

新
た
な
医
療
概
念
を
提
唱
す
る
に
至
っ

た（
文
献
２
）。

病
院（
医
療
機
関
）は
病
気
を
検
査

し
、治
療
す
る
場
所
だ
。
医
療
機
関（
病

院
や
外
来
）の
な
か
で
行
わ
れ
る
医
療

が
、
私
の
提
唱
す
る
キ
ュ
ア
志
向
の
病

院
医
療
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
在
宅

医
療
は
医
療
機
関
の
外
で
展
開
さ
れ
る

医
療（
病
院
外
医
療
）で
、
検
査
や
治
療

（
キ
ュ
ア
）よ
り
生
活（
ケ
ア
）が
優
先
さ

れ
る
医
療
を
指
す
。
医
療
機
関
外（
地

域
＝
在
宅
や
施
設
）で
行
わ
れ
る
医
療

が
、
私
の
提
唱
す
る
ケ
ア
志
向
の
在
宅

医
療
で
あ
る
。

病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、地
域（
在

宅
や
施
設
）の
生
活
の
場
で
、
最
期
ま
で

生
活
し
て
も
よ
い
こ
と
を
医
療
的
に
保
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証
す
る
医
療
が
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療

で
、
生
活
の
場
で
の
医
療
を
保
証
し
た

結
果
が
、
地
域（
在
宅
や
施
設
）で
の
看

取
り
に
結
び
つ
く
。だ
か
ら
看
取
り
は
、

（
国
の
財
源
確
保
の
）目
的（
キ
ュ
ア
）で

は
な
く
、
患
者
の
望
む
医
療
を
実
践
し

た
結
果（
ケ
ア
）が
看
取
り
に
結
び
つ
く

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
結

果
的
に
医
療
費
を
安
く
す
る
の
だ
。
看

取
り
は（
財
源
獲
得
の
）目
的（
キ
ュ
ア
）

で
は
な
く
、（
患
者
の
望
む
医
療
を
実
践

し
た
）結
果（
ケ
ア
）で
あ
る
と
い
う
点

が
非
常
に
重
要
な
視
点
だ
と
強
調
し
た

い
。キ

ュ
ア
志
向
の
病
院
医
療
が
病
気
そ

の
も
の
を
対
象
に
す
る
の
に
対
し
、
ケ

ア
志
向
の
在
宅
医
療
は
病
気
を
抱
え
た

人
を
対
象
に
す
る
。
キ
ュ
ア
志
向
の
病

院
医
療
と
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
の
違

い
は
図
１
に
ま
と
め
た
。

医
療
と
介
護
の
連
携

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

お
い
て
、
医
療
と
介
護
の
連
携
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
医
療
と
介
護
の
連
携

を
考
察
す
る
と
き
に
、医
療
を
、①
キ
ュ

ア
志
向
の
病
院
医
療（
急
性
期
医
療
）と
、

②
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療（
慢
性
期
医

療
）に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

私
の
主
催
す
る
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

医
療
と
介
護
の
連
携

―
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
と
い
う
新
し
い
概
念（
哲
学
）の
重
要
性
―

地方都市型
鹿児島県鹿児島市

【第3回】

図1　キュア志向とケア志向の違い

キュア志向の病院医療
＝病院内医療
＝医療機関内（入院、外来）で行われる医療
＝治療（キュア）が優先される医療
＝病気が優先される医療
ケア志向の在宅医療
＝病院外医療
＝地域（在宅、施設）で行われる医療
＝生活（ケア）が優先される医療
＝人が優先される医療

ⓒ sherry_1113 - Fotolia.com

中
野
一
司  

医
療
法
人
ナ
カ
ノ
会
理
事
長

な
か
の・か
ず
し
●
１
９
５
６
年
、鹿
児
島
県
阿
久
根
市
生
ま
れ
。東
京
理
科
大
学
薬
学
部
に
入
学
。薬
剤
師
免
許
取
得
後
、鹿
児
島
大
学
医
薬
部
に
再
入
学
し
て
医
師
免
許
取
得
。87
年
４
月
に
鹿
児
島
大
学
病
院
第
３
内
科
入
局
、

95
年
３
月
に
同
大
医
学
部
大
学
院
内
科
系
卒
業
、医
学
博
士
。99
年
９
月
、ナ
カ
ノ
在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
、２
０
０
３
年
10
月
、医
療
法
人
ナ
カ
ノ
会
理
事
長
。12
年
５
月
、ナ
カ
ノ
在
宅
医
療
連
携
拠
点
セ
ン
タ
ー
を
設
立

(C) 2015 日本医療企画.



宅
医
療
の
経
験
か
ら
確
信
す
る
）。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め

に
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
慢

性
期
医
療
を
展
開
す
る
医
師
た
ち（
特

に
開
業
医
＝
か
か
り
つ
け
医
）の
意
識
を

キ
ュ
ア
志
向
か
ら
ケ
ア
志
向
へ
変
容
促

進
す
る
効
果
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
て
い
る
。

①
キ
ュ
ア
志
向
の
病
院
医
療（
急
性

期
医
療
）と
、
②
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医

療（
慢
性
期
医
療
）は
、
医
療
を
展
開
す

る
場
所
が
、
医
療
機
関（
病
院
と
外
来
）

内
外
で
区
分
け
さ
れ
て
い
る
の
で
、
相

性
が
よ
く
、
お
互
い
に
補
う（
相
補
的

な
）関
係
に
あ
る
。
慢
性
疾
患
や
障
害
を

持
っ
て
い
て
も
、
普
段
は
地
域（
在
宅

や
施
設
）で
生
活
し
ケ
ア
志
向
の
在
宅

医
療
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、
肺
炎
や
心
筋

梗
塞
な
ど
治
療（
キ
ュ
ア
）が
必
要
に
な

れ
ば
、
急
性
期
病
院
で
キ
ュ
ア
志
向
の

病
院
医
療（
急
性
期
医
療
）を
お
願
い
す

れ
ば
よ
い（
①
キ
ュ
ア
志
向
の
病
院
医

療
と
②
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
の
良
質

な
連
携
）。

現
在
、
医
療
と
介
護
の
連
携
を
考
え

る
と
き
に
、
医
療
＝
①
キ
ュ
ア
志
向
の

病
院
医
療（
急
性
期
医
療
）と
想
定
す
る

と
、
①
キ
ュ
ア
志
向
の
病
院
医
療（
油
）

＝
病
気
を
治
す
、
③
介
護（
水
）＝
生
活

を
支
え
る
で
、
①
油
と
③
水
で
う
ま
く

キ
ュ
ア
志
向
の
病
院
医
療
の
哲
学
で
実

践
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ

れ
が
今
の（
慢
性
期
）医
療
の
最
大
の
問

題
点
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
成
功

さ
せ
る
た
め
の
必
要
条
件
は
、
慢
性
期

医
療
を
展
開
す
る
医
師
の
意
識
が
、キ
ュ

ア
志
向
の
病
院
医
療
の
哲
学（
考
え
方
）

か
ら
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
の
哲
学（
考

え
方
）に
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ（
意
識

変
容
）す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
意
識
変
容
は
、
医
師
た
ち
が

医
療
機
関
内（
病
院
や
外
来
）か
ら
外
の

地
域（
在
宅
や
施
設
）に
赴
く
こ
と
で
促

さ
れ
る
だ
ろ
う（
私
自
身
の
15
年
間
の
在

「
在
宅
ケ
ア
ネ
ッ
ト
鹿
児
島（
Ｃ
Ｎ
Ｋ
）

Ｍ
Ｌ
」で
、
５
年
前
に「
キ
ュ
ア
志
向
の

病
院
医
療
に
対
し
て
、
ケ
ア
志
向
の
在

宅
医
療（
病
院
外
医
療
）と
い
う
新
し
い

医
療
概
念
を
提
唱
し
た
い
」と
発
信
し

た
ら
、あ
る
会
員（
医
師
）か
ら「
キ
ュ
ア

志
向
の
病
院
医
療
＝
急
性
期
医
療
、
ケ

ア
志
向
の
在
宅
医
療
＝
慢
性
期
医
療
で

よ
い
の
で
は
な
い
か
」と
の
指
摘
を
受

け
た
。

私
自
身
、
こ
の
意
見
に
ま
っ
た
く
賛

同
す
る
の
だ
が
、
多
く
の
医
師
は
キ
ュ

ア
志
向
の
病
院
医
療
し
か
知
ら
ず（
キ
ュ

ア
志
向
の
病
院
医
療
の
教
育
し
か
受
け

て
い
な
い
）、
多
く
の
慢
性
期
医
療
は

連
携
で
き
な
い
。
こ
こ
は
、
①
油
と
も

③
水
と
も
相
性
が
良
い
界
面
活
性
剤
を

絡
ま
せ
る
べ
き
で
、
そ
の
界
面
活
性
剤

の
役
目
を
す
る
の
が
、
②
ケ
ア
志
向
の

在
宅
医
療（
慢
性
期
医
療
）で
あ
る
。
②

ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
と
い
う
新
た
な

医
療
概
念
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、
①

キ
ュ
ア
志
向
の
病
院
医
療
と
③
介
護
と

を
継
ぎ
、
両
者
の
連
携
が
う
ま
く
い
く

の
だ（
図
２
）。

今
後
、
慢
性
期
医
療
の
哲
学
が
①

キ
ュ
ア
志
向
の
病
院
医
療
の
哲
学
か
ら

②
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
の
哲
学
に
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た

め
に
は
慢
性
期
医
療
を
展
開
す
る
医
師

た
ち
が
病
院
外
の
地
域（
在
宅
や
施
設
）

に
赴
き
、
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
を
展

開
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
慢
性
期

病
院
で
展
開
さ
れ
る
医
療
も
、
キ
ュ
ア

志
向
か
ら
ケ
ア
志
向
へ
変
わ
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
考
え
方
は
、
13
年
の
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
で
も
報
告
さ
れ
、
国
策

と
な
り
つ
つ
あ
る（
図
３
）。
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地域別 多職種連携の現在地
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図3　「ご当地医療」に大転換
増やすのは生命の「量」から「質」に

これまでの医療
（1970年代モデル）

これからの医療
（2025年モデル）

・体を治す医療 ・生活を支える医療
・病院完結型 ・地域完結型
・入院医療 ・在宅医療
・救命、延命、治療 ・病気（合併症）と共存
・社会復帰 ・QOL（生活の質）、QOD
・寿命60歳代 ・寿命80歳代

図2　地域包括ケアシステムにおける医療と介護の連携

キュア志向の病院医療と介護を継ぐケア志向の在宅医療の重要性

キュア志向の病院医療
（急性期医療）

介護（多職種）
ケアマネジャー
介護士
訪問看護師

ケア志向の在宅医療
（慢性期医療）
在宅主治医

（総合診療専門医）
訪問看護師

救急科専門医
総合内科専門医

各診療科専門医

⬆⬇ ⬆⬇

⬅➡
連携

連携 連携

(C) 2015 日本医療企画.




